
「
支
え
る
人
」
を
増
や
す
必
要
性

　

高
齢
化
は
要
す
る
に
、
社
会
を
「
支
え
る
」
人
が

相
対
的
に
減
り
、
「
支
え
ら
れ
る
」
人
が
増
え
る
事

を
意
味
し
ま
す
。
高
齢
者
向
け
の
公
的
な
社
会
保
障
給
付

を
削
減
し
て
も
、
「
支
え
ら
れ
る
」
人
の
人
数
が
そ
の
ま
ま
で

あ
れ
ば
、
私
的
な
扶
養
コ
ス
ト
が
増
え
る
だ
け
で
問
題
解
決

さ
れ
ま
せ
ん
。
高
齢
化
の
圧
力
に
対
抗
す
る
最
も
有
効
な
手

段
は
「
支
え
る
」
人
を
増
や
し
、
「
支
え
ら
れ
る
」
人
を
減

ら
す
こ
と
で
す
。
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
改
善
し
な
い
限
り
、
私

た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
幸
せ
を
維
持
す
る
た
め
に
は
将
来
世

代
に
残
す
べ
き
富
に
手
を
つ
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
社
会
の
持
続
可
能
性
を
損
な
う
選
択
で
す
。
高
齢
者

の
就
業
促
進
は
、
社
会
保
障
や
財
政
の
収
支
改
善
の
た
め
に

必
要
と
い
う
よ
り
、
社
会
全
体
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る

た
め
に
こ
そ
必
要
で
す
。
政
府
は
、
「
一
億
総
活
躍
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
の
圧
力
に
屈
し
な

い
た
め
に
は
、
働
け
る
人
は
で
き
る
だ
け
「
支
え
る
」
側
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
だ
こ
う
、
と
い
う
こ
の
考
え
方
は
決
し
て
間

違
っ
て
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
政
府
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
改

革
案
は
、
今
の
と
こ
ろ
繰
り
下
げ
支
給
の
年
齢
上
限
の
70
歳

超
へ
の
引
き
上
げ
だ
け
で
す
。
一
方
、
就
業
促
進
に
最
も
直

接
的
に
働
き
か
け
る
、
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
は
封

印
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
業
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
在

職
老
齢
年
金
の
廃
止
に
つ
い
て
も
、
政
府
は
か
な
り
消
極
的

で
す
。
こ
の
う
ち
、
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
は
政
治
的

な
争
点
に
な
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
他
の
先
進
国
で
も
か
な
り

長
い
時
間
を
か
け
て
解
決
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
支
給

開
始
年
齢
は
他
の
先
進
国
よ
り
若
い
が
、
政
府
が
引
き
上
げ

に
慎
重
に
な
る
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
の
仕
組
み
が
あ
る
か
ら
、
支
給
開
始
年
齢
を
引
き
上
げ

て
も
年
金
財
政
に
は
影
響
し
な
い
と
い
う
理
屈
も
良
く
持
ち

出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
理
屈
そ
の
も
の
は
正
し
い
。
し
か
し
、
高

齢
者
就
業
、
さ
ら
に
言
え
ば
マ
ク
ロ
経
済
全
体
の
供
給
能
力

と
い
う
観
点
、
要
す
る
に
社
会
の
支
え
手
を
ど
う
増
や
す
か

と
い
う
観
点
か
ら
年
金
制
度
を
ど
う
設
計
す
る
か
、
と
い
う

重
要
な
議
論
ま
で
も
が
脇
に
追
い
や
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
横
）

２０１９年度
スローガン

同友会の学びで良い企業づくりを実践し、

地域から期待される憧れの企業になろう！
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会報誌をよりよくするためにご意見やご感想をください。

良い会社をつくろう、 良い経営者になろう、 良い経営環境をつく

ろうの同友会３つの目的実現に向けて 「地域社会と共に歩む」

中小企業の自覚をもち 「自主・民主・ 連帯」 の精神で企業経営

と会運営を行うことです。
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各支部総会開催！
2019 年度活動計画スタート！

　4 月の第 35 回定時総会に引き続き、 5 月には各支部総会を開催しました。

　5 月 16 日の四国中央支部総会を皮切りに、 17 日に伊予 ・ 松前支部、 20 日

に今治支部、 21 日に東温支部、 そして 22 日に松山支部がそれぞれ支部総会

を開催。 2019 年度支部スローガン ・ 基本方針、 支部幹事を承認し、 新年度

支部活動をスタートしました。

　各支部総会では、 愛媛同友会会員のみならず、 岡山同友会から松尾正男さ

ん、 香川同友会から小林耕司さん、 松山市産業経済部地域経済課 ・ 課長の

加藤和正氏に登壇いただき、 皆さんから素晴らしい報告をしていただきました。

また、 伊予 ・ 松前支部では記念報告ではない新たな取り組みを行いました。

　本誌では各支部総会の様子を2ページから6ページにかけて掲載しています。

ぜひご覧ください。
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第 33回四国中央支部総会

…四国中央支部総会

◆支部スローガン

よく学び実践できる仲間になろう！
～経営指針塾を継続し、支部の成文化率を高めよう！～
■記念報告 ： 今からどのように環境経営に取り組むのか

■報告者 ： 平野　啓三　氏

　株式会社平野　取締役会長／愛媛県中小企業家同友会　代表理事

■日　時 ： 5 月 16 日㈭　■会　場 ： ホテルグランフォーレ　■参加者 ： 28 名

　5 月 16 日、 ホテルグ

ランフォーレにて第 33

回四国中央支部総会

が開催されました。

　第一部の総会議事で

は、 長野禎毅支部長

の挨拶から始まり 2018

年の活動総括として

●グループ活動で第 1G 会の活動報告 （石川淳子さん、 梶原

愛子さん二社の企業訪問と 「私の経営」 の発表）

●指針塾第三期生 1 名卒業

●高校生のインターンシップを 2 社企業が受け入れ

●四国中央会場での合同入社式の開催－などが 2018 年度四

国中央支部の活動として紹介されました。

　2019 年度スローガンは 「よく学び実践できる仲間になろう！」。

第 33 期の支部活動は、 幹事 （グループ長） が主体となり例

会運営を積極的に行い、 会員やゲストが参加したい内容の例

会づくりを行い出席率の増加と会員増強を目指します。

　また、 指針塾を継続して経営指針成文化率の向上を図るなど

があげられました。

　第 2 部記念報告では、 「SDG ｓと環境経営」 と題して、 愛媛

県中小企業家同友会代表理事であり、 株式会社平野 ・ 取締

役会長の平野啓三さんにご報告いただきました。

　報告の中にグレタという一人の少女が登場してきました。 彼女

は 8 歳になった時、 気候変動の存在に気づき、 その後気候変

動問題のための学校ストライキと書かれたプラカードを掲げて座

り込みを行いました。 その後も様々な環境問題に対する活動を

行っています （ちなみに、 北欧の平均的な人々と同じレベルの

消費を世界全体の人々がしたら、 地球が 4 つ必要になるそうで

す）。

　2015 年 9 月の国連サミットで採択された持続可能な開発目標

（SDGs） を実現するための 17 のゴール ・ 169 のターゲットから

構成され， 地球上の誰一人として取り残さない （leave no one 

behind） ことを誓っています。 SDGs は発展途上国のみならず，

先進国自身が取り組むユニバーサル （普遍的） なものでありま

す。

　このお話を聞いて、

一人ひとりの小さな取

り組みから大きな成果

が生まれるはずなの

で、 まずは自分の会

社でできることを探し

取り組んでいこうと感じ

ました。 そのような行

動や取り組みが地域や社会全体に必要とされる企業づくりにつ

ながってゆくのではないかと気づきをいただいた素晴らしいご報

告でした。

　今期の同友会活動がますます有意義になることを感じさせて

いただいた四国中央支部総会でした。

寄稿 ： 大村　英幸さん （㈱パレット／四国中央支部）

　毎月発行している会報誌 『えひめ同友』。 2020 年度 『えひめ同友』 への広告掲載を募集いたします！

◇掲載料 ： 年間 （2020 年 4 月号～ 2021 年 3 月号、 12 回発行） 30,000 円

　 ※スポット （1 ヶ月） 掲載は 5,000 円

◇申込締切 ： 2019 年 12 月 20 日㈮

　「どんなところに配ってるの？」 「広告が掲載される場所はどこ？」 「広告の仕様は？」 「原稿はど

うしたらいい？」 等々、 詳細は事務局までご連絡ください！

連絡先 ・ ・ ・ Tel ： 089-948-9920　　Mail ： info@ehime.doyu.jp

2020 年度会報誌名刺広告募集！

会員の皆さんはもちろん、 教育機関や報道機関も
目を通す会報誌に広告を掲載しませんか？

記念報告の様子

懇親会の様子



3伊予 ・ 松前支部総会…

第 13回伊予 ・松前支部総会

◆支部スローガン

共育を通じて、強靭な会社づくり、
共に学び合う仲間づくりをしよう
■テーマ ： 同友会を活用して自社の “よい企業づくり” をすすめよう！

■日　時 ： 5 月 17 日㈮　■会　場 ： いよてつ会館　■参加者 ： 35 名

　令和になって最初の

伊予 ・ 松前支部総会

が行なわれました。

　第１部の総会議事

は、 議長である大政

裕志さんの進行で、

今年度から 4 代目支

部長となる堀内章さん

から 2019 年度活動報告、 2019 年度活動方針案と幹事案が提

案され、 満場一致で承認されました。 今年度の支部スローガン

は 「共育を通じて、 強靭な会社づくり、 共に学び合う仲間づく

りをしよう」。 新しく玉井幸江さん、 八束和志さんを迎えた幹事

14 名で支部運営に取り組んでいきます。

　第 2 部は例年の記念講演ではなく、 堀内支部長の 「支部と

委員会の関係をこれまで以上に深め、 会員の皆さんが委員会

活動に参加する事で経営課題につながって欲しい」 という強い

思いもあり、 各委員長にお越し頂いて、 委員会紹介の時間とし

ました。 田中雅也さんの司会のもと、 8 委員長より委員会紹介

があり、 参加された会員の皆さんにとっては、 委員会活動が身

近なものに感じられたのではないでしょうか。 支部例会だけで

はなく、 各社の経営課題に沿った委員会活動に参加する事で

より会活動が充実なものとなって、 各社、 良い会社づくりのヒン

トになればと思っています。

　第 3 部は、 同

会会場にて塩

崎智生さんの司

会で懇親会を行

ないました。 各

テーブルでは

各社の近況報

告や情報交換、

支部運営につ

いてなど様々な話で盛り上がっていました。 閉会あいさつの後、

谷本憲介さんの一本締めでお開きとなりました。 皆さん、 今年

度も楽しく、 真面目に、 ちょっと変わったことをやりながら、 また

1 年元気な支部で共に学んで行きましょう！お疲れ様でした。

寄稿 ： 武田　正輝さん （恭栄自動車㈱／伊予 ・ 松前支部）

　住所がカーナビでは検索できな

いというところからのスタートでし

た。 なんとかたどり着くと、 幸野さ

んが笑顔で迎えてくれました。 歓

談の後、 農園に行くと、 御尊父も

笑顔で迎えてくれました。 その時

点で、 親子の良い関係が分かりま

した。 5 年以内に息子さんに事業承継をする予定で、 その後も

技術的援助をして行くと笑顔で答えてくださいました。

　幸野なし園の中核は、 梨。 訪問した 5 月には、 沢山の小さ

な梨の実の中から、 厳選した実だけを残す 「摘果」 という作業

が行われていました。 廃棄する小さな実を何かに利用出来ない

か、 まだ、 何も見つかっていないそうです。 コラボレーションで

きる企業が例会等で現れたら良いですね。

　梨の種類を変え収穫時期をずらし、 7 月から 11 月上旬に収

穫できるようにしています。 台風などの災害で収入が 0 になら

ないよう、 桃やキウイ、 3 年前からタマネギも栽培しています。

梨の寿命は平均 35 年。 50 年以上実をつける樹木もあるそうで

すが、 老木になると実の着きが悪くなるため、 30 年を目処に入

れ替えるという長期計画を立て、若い苗木に植え替えています。

　こだわりは、 減農薬栽培。 梨の実に農薬を散布しないよう、

夜は電灯で蛾を寄せ付けない方法をとっていました。近年では、

小さな虫にも傷つけられないよう、 ひとつひとつの実に袋を被

せる方法に切り替えたそうです。 手間をかけた梨。 安全安心な

「幸野なし園」 の梨。 実が成熟したら味わいたいです。

寄稿 ： 木本　康聖さん
（木本経営コンサルタント事務所／伊予 ・ 松前支部）

支部総会の様子

懇親会の様子。 各テーブル非常に盛り上がりました

　■会　場 ： いよてつ会館　■参加者 ： 35 名

近なものに感じられたのではないでしょうか。 支部例会だけで

伊予 ・ 松前支部会員情報 ： 幸野観光なし園　　幸野将大さん

幸野将大さん ( 左 ) と
ご尊父の登吉さん



4 …今治支部総会

第 15回今治支部総会

◆支部スローガン

意識を変え、本質を学び、実践に繋げる！
■記念報告 ： 学びと気付きが会社を変えた　社員と共に夢を追う経営

■報告者 ： 松尾　正男　氏

　ダイヤ工業株式会社　代表取締役会長／岡山県中小企業家同友会　代表理事

■日　時 ： 5 月 20 日㈪　■会　場 ： みなと交流センター はーばりー　■参加者 ： 29 名

　5 月 20 日㈪、 第 15 回

今治支部総会が今治市

みなと交流センター『はー

ばりー』 にて執り行われ

ました。

　第 1 部：総会議事では、

今年度から支部指針書

に基づき議事進行が行わ

れました。 従来は議案書を作成し議事進行が行われていました

が、 新たな取り組みです。 渡部伸哉支部長が昨年度就任時か

ら導入した、 支部指針書に基づく支部運営の本格運用が今年

度から始まりました。 同友会の勧める経営指針書に基づく企業

経営を支部運営にも活かす取り組みです。 支部理念、 方針、

10 年ビジョン等により組織化された支部運営で、 支部会員に役

立つ支部を会員自ら作り出し、 支部の発展をめざします。 また

ここに参加する会員が自社の経営においても指針書による経営

に取り組むことに役立ちます。

　第 2 部 ： 記念報告では、 ダイヤ工業㈱　代表取締役会長／

岡山県中小企業家同友会　代表理事の松尾正男氏にご報告

いただきました。

　創業は 1963 （昭和 38） 年で先代がイ草スリッパの製造で起

こした事業です。時代や環境に合わせて製造する製品は変わっ

てきました。 報告者の松尾さんが経営を引き継いですぐに転機

は来ました。 減収減益に苦しんでいた時、 同友会での出会い

や学び、 実践が経営者としての目覚めとなりました。 社員さんと

ともに学んだ同友会の中で、 社員さんの本音の声で経営指針

の大切さに気付きました。BIG カンパニーより GOOD カンパニー

を目指し、 社員と共に夢を追う経営をされています。

　いまダイヤ工業㈱の発展の原動力は年輪経営です。 それは

毎年定期採用することで社内に後輩や同僚を作り、 社員各々

がそれぞれの立場に立った自覚が生まれていくことです。 理念

型経営による毎年刻まれる年輪で経営の根幹は太くなっている

ようです。

　第 3 部：懇親パーティー

はフードロスゼロの取り組

みで環境を意識しながら

も、 本音で楽しく語り合い

ました。

　総会冒頭、 渡部支部長

のあいさつに 「この 1 年

間、 あなたの会社は良くなりましたか？」 とありました。 来年の

総会で多くの会員が 「はい」 と言えることを願っています。

　来年のあいさつは 「あなたは良い経営者になりましたか」 で

はないでしょうか？

寄稿 ： 河上　顕一さん （かしまや／今治支部）

　かしまやさんは、 昭和 46 年創

業の老舗の弁当屋さんです。 顧

客の中には祖父、 父、 子と三代

で 「かしまやさんの弁当で育った」

という方もいるとのこと。

　事業内容は弁当の製造販売で、

主たる顧客は事業所向け、 幼稚園給食、 高校の弁当販売の 3

つ。 売り上げ構成としては事業所が 6 割で、 そのほかが 2 割

ずつ。 また弁当だけでなく休日のイベント対応もされています。

　経営指針はまだ成分化されておらず、 経営理念も明確なもの

はないとのことですが、 社内での話し合いは何回か行っている

そうです。 成文化セミナーも良いことはわかっていても、 弁当

屋という職業柄、 朝がとても早いため宿泊型のセミナーは参加

しづらいそう。

　根本的な課題としては、 弁当は毎日のものなので単価を高く

設定できず、 利益を出しにくいことだとおっしゃっていました。

　今回取材してみて、 業種ならではの課題や悩みがあることを

感じました。 と同時に、 一歩踏み出すことで新しいチャンスがあ

ることも強く感じました。 たとえば弁

当そのままではなく、 福祉施設に

食材としてまとめて納入したり、 安

心安全に配慮した美味しい弁当を

作り、 内容にこだわるお客様に高

価格帯でお届けしたりするなどの

可能性も見えてきました。

寄稿 ： 菊間　彰さん

（( 一社 ) をかしや／今治支部）

今治支部会員の経営指針 ： かしまや　　河上顕一さん

松尾さんの報告に学ぶ参加者の皆さん

フードロスゼロ！懇親会の様子

笑顔で迎えてくれた河上顕一さん



5東温支部総会…

第 13回東温支部総会

◆支部基本方針

2020 年度末までに支部会員 40名を
達成するための基盤を固める。

■記念報告 ： 知り合い、 学び合い、 援け合いの積み重ねが元気な支部を創る

　　　　　　　　　～企業経営と同友会運動は不離一体～

■報告者 ： 小林　耕司　氏

　有限会社小林塗装店　代表取締役／香川県中小企業家同友会　理事

■日　時 ： 5 月 21 日㈫　■会　場 ： 見奈良天然温泉利楽　■参加者 ： 24 名

　令和元年最初の東温

支部総会の記念報告

は、 中讃第 3 支部を立

ち上げようとしている有

限会社小林塗装店の代

表取締役である小林耕

司さんのお話でした。 小

林さんの在籍していた中讃第 2 支部では、 小林さんが支部長

時代に連続 115 カ月連続での入会の達成をした支部です。

　中讃第 2 支部でも一度は会員数が減少をしたそうです。 そこ

から、 イベント等で会員数を増やすのではないやり方を模索し

ていったそうです。 東温支部でも会員数が増えないどころか、

減っている状況で当時の中讃第 2 支部のやり方に非常に興味

を持って聞いていました。 同友会を知ってもらうための努力もか

なりしていたように思います。 ミニ例会の開催をしたり、 経営者

親睦会の開催をしたりと同友会を知ってもらう、 理解してもらう

活動をしていました。 また、 それと同時に既存会員さんへの活

動も行っていました。 会社訪問の実施、 同友会では一番肝心

な 「月例会の充実」 に取り組みます。

　そこでやはり他の会員さんから疑問の声が上がります。 「なぜ

会員数を増やさないといけないのか？」 「少数精鋭でいいじゃ

ないか」 などです。 そこで、 なぜ会員数を増やさないといけな

いのかは、 何度も 「同友会運動の発展のために」 の読み合わ

せをして、 方針を固めていったそうです。

　その一方で、 小林さんの会社も 「組織経営」 をしなければい

けないと思い、 同時に社員を雇い組織経営に取り組んだそうで

す。 最初は、 大丈夫かなと思いながら始めたそうですが、 思う

ほどのことはなく、 売り上げ

は 3 倍くらいになったそうで

す。

　「企業経営と同友会運動は

不離一体」 という言葉の通り

になった小林塗装店と中讃

第 2 支部は、 同友会のモデルになるのではないかと思います。

また、 東温支部には何が足りないのだろうと考えながら、 これか

ら何をしていったらいいのか、 また何をしていくべきなのかを思

い知らされた報告でした。 小林さんありがとうございました。

寄稿 ： 櫻田　直也さん （㈲さくら／東温支部）

　有限会社さくらの代表である櫻田直也さんをご紹介いたしま

す。

　今治に生まれ育った櫻田さんは、 専門学校で情報工学を学

び、 その能力を生かせる職場を求め、 福祉関連以外で、 多

数の業種や企業に勤務をされてきました。 転機は、 たまたま 2

種免許を取得する必要があり、 そこで介護タクシーを行うため

に来られていた方との出会いから、 介護の業界に関心を持ち、

2004 （平成 16） 年に東温市に訪問介護事業所を立ち上げま

した。 2006（平成 18）年からは、『放課後等デイサービス』『特定・

障がい児相談事業』 『東温市障害児タイムケア事業』 等により、

子供たち中心の事業を行っています。

　福祉心理学を学ぶため、 東北福祉大学にも籍を置かれてい

ます。

　普段のお付き合いか

ら、 櫻田さんの情報量

の多さと、 そのジャン

ルの広さに驚かされて

いましたが、 これまで

の経験がなせる業と、

一端が見えた気がしま

した。

　今後は、 愛媛の子どもたちが幸せになれるような活動を目標

としていきたいとの事でした。

寄稿 ： 吉川　樹志さん （㈲あかつき不動産／東温支部）

東温支部情報 ： 有限会社さくら　　櫻田直也さん

記念報告の様子

他支部からも多くの参加がありました

訪問させていただいたさくらんぼ 1 ・ 2 号館



6 …松山支部総会

第 7回松山支部総会

◆支部スローガン

両輪経営～同友会の学びを自社に活かそう！～
■記念報告 ： 自社の 「働く環境」 を見直そう！～松山市働き方改革に学ぶ～

■講師 ： 加藤　和正　氏

　松山市産業経済部地域経済課　課長

■事例報告 ： 堀田　真奈　氏

　NPO 法人ワークライフ ・ コラボ　代表理事／愛媛県中小企業家同友会　会員

■事例報告 ： 米田　順哉　氏

　NPO 法人家族支援フォーラム　理事長／愛媛県中小企業家同友会　代表理事

■日　時 ： 5 月 22 日㈬　■会　場 ： 松山市男女共同参画推進センターコムズ　■参加者 ： 56 名

　第 1 部 ・ 総会議事では今年度の各地区会での活動計画を報告。 各地

区会の単独例会を 6 月 ・ 7 月 ・ 8 月 ・ 2020 年 2 月の計 4 回実施し、 ま

た特徴として 「第 1 地区 ： 会員辞典の作成」 「第 2 地区会 ： 名刺交換

会の定期開催」 「第 3 地区会 ： 会員オリエンテーションの開催」 に取り

組むことが報告され、 将来的には地区会の垣根を越え連携して行える、

他地区会 ・ 他支部へ広げられる可能性が感じられました。

　第 2 部記念報告に先立ち、 松山支部第 2 地区会幹事の日野啓介さん

（日野啓介社会保険労務士事務所 ・ 所長） から働き方改革関連法案の

「労働時間に関する制度の見直し」 「雇用形態」 の 2 点に絞って説明。

また座長の中周作さんより、 同友会の目指す 「人を生かす経営」 「労使

見解」 に触れ、 「何のために働き方改革が必要なのか」 を問題提起され

ました。

　記念報告は松山市地域経済課 ・ 課長の加藤和正氏より報告。 「①働き

方改革はピンチではなくチャンス」 「②働き方改革は経営者だけでなく、

社員さん含めそれぞれの役割で考えること」 「③経営者にとっては利益

が上がり、 働く人にとっては楽しく働ける環境ができ働き甲斐が生まれる。

会社にとっては魅力が高まり、 人が集まるという三方よし取り組みであるこ

と」 を提起されました。 さらに松山市も働き方を見直し、 平均残業時間を

削減したとのことで、 「好循環サイクルの実現のために取り組めることから

実践を」 と語りました。

　続いて、 働き方改革推進プロジェクトに携わる堀田真奈さん、 米田順

哉さんからの報告です。

　堀田さんからは事務局を務めるワークワク部の取り組みを紹介いただき

ました。 部員それぞれが働き方改革をアクションするコミュニティで 「学び

場」 「交流 ・ 対話の場」 「報告 ・ 発表の場」

「行動実践の場」 という 4 本柱のもと活動中で

す。 所属部員は経営者や企業単位だけでな

く個人所属もいます。 米田さんはこのワークワ

ク部のチャレンジ企業として取り組みを報告し

てくださいました。

　米田さんは法人の使命 「本人が望み家族

が安心する、 彩り豊かな生活が永続する環境

づくり」 のために 「支援者が彩り豊かな生活」

を送られるよう 「ムダ残業」 ゼロ運動に取り組

みます。 3 つの柱①個人の意識と姿勢を変え

る、 ②事業部のマネジメントを変える、 ③法

人全体の仕組みを変えるを実践し、 常勤スタッフの平均在勤時間の短縮

に成功。 ③の事例としてグループウェアツール 「kintone」 の導入を紹介

しました。 特徴として 「時間と場所を選ばない」 「複数書式が連携できる」

「アクセス ・ 情報共有が容易」 なことで業務効率化しました。 BCP の観

点から必要資料が kintone によりデータ化されていれば災害時にも有効

であることが紹介され、 「導入前は IT 企業だからできると思い込んでいた

が、 いざ取り組むと活用できた」 と参加者の背中を押しました。

　報告者の共通点は 「風土づくり」。 いかに優れた制度やツールを導入

しても風土が整っていなければうまく機能しません。 風土をつくるためにも

労使見解に基づく経営をしていかなければならないと感じた記念報告で

した。

文責 ： 難波　賢太 （愛媛同友会　事務局）

松山支部第 2 地区会情報 ： 2019 年度スローガン ・ 方針

報告者の堀田真奈さん

報告者の米田順哉さん

　私たちは、 会員総勢 61 人のグループ

です。 スローガンは、 「経営の学びを広

げて、体質強化に繋げよう」。基本方針は、

「仲間を増やし、 大いに学ぼう」 です。

　経営について、 チームのみんなで楽し

く、 学び合いたいと思います。 是非とも、

中小企業家同友会の活動に積極的に参

加をして、 自社の企業を発展させましょう。

松山支部第 2 地区会幹事一同

弓立 ・ 前地区会長から
バトンを受け取った
桑波田地区会長

受け取ったバトンは
前地区会長が意識して

取り組んできた
「フラットなチーム作り」

第 2 地区会幹事会メンバー。
力を合わせて、 地区会スローガン・
基本方針 ・ バトンに取り組みます！
※撮影時、 やむを得ず欠席の幹事もいます。



こだわりのじゃこ天
その一、
宇和海 ・瀬戸の新鮮な魚を使用
その二、
添加物を使用していません。 無添加！
その三、
天然岩塩使用

〒 790-0004
愛媛県松山市大街道 3丁目 7-4
（松山城ロープウェイ乗り場斜め前）
TEL ・ FAX ： 089-935-8622
HP アドレス ： http://umajaco.jp

7経営フォーラムニュース…

第 8回経営フォーラム　実行委員会だより

持続可能な企業づくりで、 愛媛の未来を夢あるものに
～会社の大きさカタチは違えども、 置かれた場所で花咲かそう～

◆日時 ： 11 月 28 日㈭　　◆会場 ： ANA クラウンプラザホテル松山 ( 旧全日空ホテル )

第 1部 ・記念講演

占部　まり　氏

　宇沢国際学館　代表取締役

第 2部・分科会（順不同）

内藤　昌典　氏
　㈲内藤鋼業　代表取締役

　愛媛同友会　会員

山内　満子　氏
　スリーラインズ㈱　代表取締役

　愛媛同友会　会員

中村　こずえ　氏
　㈲エス ・ ケイ ・ フーズ　取締役

　長崎同友会　副代表理事

藤田　大子　氏
　㈱藤大　代表取締役

　京都同友会　会員

第 3部 ・懇親パーティー （同会場にて行います）

第 8 回経営フォーラム
実行委員長の本田美紀さん

　第 8 回経営フォーラム開催に向け、 4 月 15 日に実行委員会が発足しま

した。 実行委員長は第 7 回経営フォーラム副実行委員長を務めた本田美

紀さん （㈲オルソ本田 取締役）。

　今年度の経営フォーラムは 「持続可能な企業づくり・地域づくり」 をテー

マに、 「持続可能な企業づくりで、 愛媛の未来を夢あるものに ～会社の

大きさカタチは違えども、 置かれた場所で花咲かそう～」 と銘打って開催

します。 第 1 部記念講演、第 2 部分科会 （全 4 分科会）、第 3 部懇親パー

ティーの 3 部構成です。

　6 月末までに 5 回実行委員会を開き、 内容について協議を進めています。 会員の皆さんにとって有意義なものとなるように準

備を進めてまいります。

持続可能な企業づくり・地域づくりのために、

私たちが取り組めることは何なのか…。

大いに語り合いましょう

第 2 回実行委員会の様子

〈プロフィール〉

　東京慈恵会医科大学卒業。 米国メイヨークリニッ

クのポストドクトラルフェロー （1992 ～ 1994 年） な

どを経て、 現在は地域医療の充実を目指し内科医

として勤務。 世界的に著名な経済学者 ・ 宇沢弘文

氏の長女であり、 2014 年宇沢弘文氏の死去に伴

い、 宇沢国際学館 ・ 取締役に就任。 「社会的共

通資本」 などの考え方を広め、 近年の SDGs （持

続可能な開発目標） のとりくみにも精力的に関わっ

ている。



8 …同友会で俳友会

　

先
月
か
ら
、
複
数
の
兼
題
の
中
か
ら
作
者
が
自
由
に
選
ん
で
投
句
す
る
形
式
に
変
更
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
季
雑
詠
（
そ
の
季
節
に
合
っ
た
季
語
を
自
由
に
選
ぶ
形
式
）
の
俳
句

も
投
句
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
作
者
の
皆
さ
ん
も
こ
の
方
法
に
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
、

趣
の
異
な
る
沢
山
の
投
句
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
優
秀
賞　

　

 

梅
雨
明
や
ひ
と
間
の
畳
拭
き
暮
れ
る

桐
木　

利
子
さ
ん
（
桐
木
陽
子
さ
ん
（
松
山
東
雲
女
子
短
期
大
学
）
の
ご
親
族
）

　

梅
雨
の
間
は
湿
度
が
高
く
ジ
メ
ジ
メ
し
て
い
て
、
拭
き
掃
除
に
は
向
か
な
い
季
節
で
す
。

上
五
の
、
季
語
「
梅
雨
明
」
を
助
詞
「
や
」
で
詠
嘆
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
梅
雨
が

明
け
て
夏
本
番
が
や
っ
て
来
る
と
い
う
、
清
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

梅
雨
の
間
に
は
で
き
な
か
っ
た
和
室
の
ひ
と
間
の
畳
を
、
丁
寧
に
丁
寧
に
拭
き
掃
除
を
し
て

い
た
ら
日
が
暮
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
作
者
の
黙
々
と
拭
き
あ
げ
る
動
作
が
、
肌
感
覚
で
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
読
み
手
が
、
腕
の
筋
肉
の
疲
労
ま
で
感
じ
取
れ
る
、
実
感
を
伴
っ
た
作
品

で
す
。

優
秀
賞

　

 

女
子
会
の
結
束
堅
し
ラ
ベ
ン
ダ
ー

本
田　

美
紀
さ
ん
（
有
限
会
社
オ
ル
ソ
本
田
／
松
山
支
部
第
３
地
区
会
）

　

季
語
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」
に
よ
り
、
女
子
会
が
気
持
ち
の
良
い
集
ま
り
で
あ
る
こ
と
が
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
結
束
の
堅
い
女
子
会
と
は
ど
ん
な
集
ま
り
な
の
か
、
想
像
が
広
が
り
ま
す
。

学
生
の
頃
の
集
ま
り
が
今
も
続
い
て
い
る
の
か
、
同
じ
夢
を
も
つ
仲
間
の
集
ま
り
な
の
か
。

鉢
植
え
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
あ
る
喫
茶
店
で
、
女
子
会
の
メ
ン
バ
ー
が
談
笑
し
て
い
る
様
子
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

佳
作

　

 

梅
雨
寒
や
牛
乳
瓶
の
触
れ
合
う
音

桐
木　

利
子
さ
ん
（
桐
木
陽
子
さ
ん
（
松
山
東
雲
女
子
短
期
大
学
）
の
ご
親
族
）

　

最
近
で
は
牛
乳
配
達
も
少
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
生
ま
れ
の
選
者
の
少
年
期

の
頃
の
自
宅
に
は
、
瓶
の
牛
乳
が
配
達
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
真
夏
も
真
冬
も
、
も
ち
ろ
ん
梅

雨
の
時
期
も
一
年
中
配
達
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
季
語
「
梅
雨
寒
」
の
肌
寒
さ
と
、
牛
乳
瓶
の

ぶ
つ
か
る
音
が
絶
妙
に
マ
ッ
チ
し
て
い
て
、
早
朝
の
牛
乳
配
達
を
詠
む
の
な
ら
、
こ
の
「
梅

雨
寒
」
の
季
節
が
一
番
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

下
五
「
触
れ
合
う
音
」
と
六
音
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
「
触
れ
る
音
」
と
す
る
と
五
音
に
お

さ
ま
り
ま
す
。

佳
作

　

 

兜
虫
尖
っ
た
山
の
尖
っ
た
樹

岡
井　

雅
彦
さ
ん
（
有
限
会
社
キ
ホ
ク
）

　

「
尖
っ
た
」
を
リ
フ
レ
イ
ン
で
使
っ
て
お
り
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
子
や
友
達
同
士
で
毎

年
兜
虫
を
捕
り
に
行
く
、
秘
密
の
樹
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
「
と
ん
が
り
山
の
と
ん
が
っ
た

樹
に
、
明
日
取
り
に
行
こ
う
ぜ
」
「
朝
六
時
な
！
」
な
ん
て
会
話
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

九

月

号

　

兼   

題　

「
星
月
夜
」「
鈴
虫
」「
鬼
灯
（
ほ
お
ず
き
）」

　
　
　
　
　

「
秋
扇
（
あ
き
お
う
ぎ
）」

                 

※
残
暑
に
用
い
る
扇
や
団
扇
の
こ
と
。
ま
た
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
置
か

                       

れ
て
い
る
扇
や
団
扇
の
こ
と
も
い
う
。

締
め
切
り　

七
月
三
十
一
日

講
評
：
髙
橋　

大
輔
さ
ん

（
広
報
情
報
化
委
員
）

　

い
ず
れ
の
兼
題
で
投
句
下
さ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
兼
題
に
拘
ら
ず
自
由
に
詠
ん

で
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

同
友
会
で
俳
友
会

　

六
月
号
兼
題
「
蛍
」「
ほ
う
た
る
」「
初
蛍
」

「
梅
雨
」「
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
」「
合
歓
の
花
」

最
優
秀
賞
の
大
北
雅
浩
さ
ん
に
は
、
景
品

と
し
て
（
株
）
フ
ェ
ロ
ー
シ
ス
テ
ム
さ
ん

か
ら
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

投
句
と
と
も
に
、

最
優
秀
賞
者
へ
の
景
品
も

募
集
し
て
お
り
ま
す
！

今
月
の
景
品
は

(

有)

ダ
ス
キ
ン
タ
カ
モ
リ
さ
ん

か
ら
で
し
た
！
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○企業名 ・役職変更

会員／池野　幸子（松山支部第3地区会）

旧企業名／紫蘭

新企業名／㈱紫蘭

代表から代表取締役に就任されました。

○住所変更

会員／守屋　直紀（四国中央支部）

企業名／㈲エムエム商事

新住所／〒 799-0412

　　　　　　四国中央市上柏町 1607

TEL ／ 0896-23-7893

FAX ／ 0896-23-7893

新入会員のご紹介 （3 名）     （4 月 11 日～ 6 月 13 日）

正岡　久尚 （まさおか　ひさたか）

1976 年 6 月 25 日生まれ　四国中央支部

㈱ Roope's　取締役副社長

各種構造物の調査 ・ 点検 ・ 簡易施工

〒 799-0113　四国中央市妻鳥町 744-5

TEL(0896)22-4554　　FAX(0898)22-4553

紹介者／愛媛同友会事務局

瀬戸丸　純一 （せとまる　じゅんいち）

1971 年 2 月 17 日生まれ　松山支部第 1地区会

㈱想心季　課長

冠婚葬祭業

〒 799-2434　松山市柳原 808 番地

TEL(089)993-4949　　FAX(089)993-4950

紹介者／㈱公益社 　菅　啓三

行本　俊介 （ゆきもと　しゅんすけ）

1971 年 9 月 3 日生まれ　松山支部第 1地区会

行政書士行本俊介事務所　行政書士

農地に関する手続き等

〒 791-8025　松山市衣山 5 丁目 27 番地 17

TEL(089)994-5561　　FAX(089)994-5561

紹介者／㈱中須ビルサービス　　別宮　祥司

松山支部第 1 地区会情報 ： 株式会社クラッチ　　渡邉泰正さん

　㈱クラッチさんは就労継続支援事業 （A 型）、 バイク部品のイ

ンターネットオークション販売をされている会社です。 木屋町と

宮田町に事業所があり、 現在取り扱っているバイク部品の在庫

は 21,000 点もあるとのこと。

　渡邉泰正さんが障がい者就労支援を始めるきっかけとなった

のは、渡邉さんの息子さんに障がいがあることが判ったとき。 「親

亡きあと、 障がいのある子が将来自立して生きていけるような環

境 ・ 会社を自分がつくろう！」 と一念発起されました。 趣味の

バイクが高じて、バイク部品販売をされていた会社をベンチマー

ク。 クラッチさんの誕生です。

　同友会へは NPO 法人家族支援フォーラムの米田順哉さんの

紹介で参加した障がい者委員会の取り組みに 「当事者、 親目

線で感動した」 ことがきっかけで入会。 奥様と二人三脚でお子

さんと向き合われているため、 例会にはなかなか参加できない

とのことでしたが、 「同友会の皆さんと、 松山市に 5,000 人いる

障がいのある方の雇用を生み

出していきたい」 と想いを語っ

てくださいました。

　「クラッチ」 という言葉には

「つなげる」 という意味があり

ます。 仕事と仕事、 人 （障が

い者） と人、 そして仕事と人。

「水と油だと思っているものも

見方を変えれば繋ぐことが出

来る。 『障がい者』 と括るの

ではなく、 一人の 『人』 と認識してもらえるようにしていきたい」

と渡邉さん。 使命感溢れるお言葉に、 障がい者委員会担当事

務局として身の引き締まる思いでした。

文責 ： 難波　賢太 （愛媛同友会　事務局）



（１） 南予支部設立に向けたとりくみについて、 下記のスケジュール

で南予支部設立を目指していく。

○ 5 月 29 日に　6 月代表理事会議よりオブザーバー参加を位置づ

けることとした。

・ 7 月 12 日 （金） 大洲市 ： 第 3 回南予交流会

・ 8 月下旬 ： 南予支援商談会 ＠松山市

・ 9 月以降 ： 出張例会の再開。

・ 2020 年 1 月　設立準備会、 2020 年 3 月　設立記念総会

○南予は六次産業化関係者のネットワークづくりなどの取り組みもあ

り、 核となるメンバーづくりが必須。

○南予地域とのかかわりの深い前田眞理事など入会候補者のピック

アップに協力を求めてはどうか。

○南予地域の現会員は南予支部移籍するかの意思表明の確認を前

提とする。 また、 各支部は南予地域へ会員が移籍に伴う会員減を想

定したうえでの会員拡大目標を意識した取り組みが必要である。

（２） 仲間づくり本部の協議内容の報告と提起について

○全国の同友会で入会候補者紹介キャンペーンが行われる。 また、

愛媛新聞社告知、 愛媛信金 ・ 日本公庫にて例会等のチラシ配布に

取り組む。 愛媛新聞での告知は、 購読者の多い松山を中心に取り

組んではどうかと意見された。

○松山支部第 1 地区会は、 幹事の中から入会候補 ・ ゲスト候補が

挙げられてくる現状に変わってきたと報告された。

○松山支部第 2 地区会は、 名刺交換会でフラットに同友会の話をで

きるとりくみと、 年 4 回オリエンテーションを開催する。 これを受けて、

県全体の取り組みとして例えばエリア限定で 「大名刺交換会」 など

のとりくみも検討してはどうかと意見された。

○松山支部第 3 地区会は、 福岡同友会 ・ 福友支部の 「同友会を知

る会」 の取り組みを行う。 会員よりむしろ入会候補者が 「仲間を作れ

た」 と思えるコンテンツにするのがよいと協議中。

○四国中央支部では青年会議所との合同例会などで会員増強の模

索を行っている。

○今治支部は支部指針書づくりを行い、 例会を活動ベースに入会を

勧めていく取り組みをし始めている。

○伊予松前支部は委員会活動を 「強」 の取り組みとして行い、 「増」

のとりくみとして 6 月 24 日㈪アーバンライフにて松前商工会青年部と

懇談会を行う予定。

○東温支部は東温市中小零細企業振興基本条例のとりくみでつくら

れた 『匠・極』 冊子掲載の地元企業へ行事案内をする。 6 月に 「同

友会を深く知る」 例会で、 いまさら聞けない同友会活動として既存会

員さんにも声かけをする。

○今村暢秀 ： 会員 ・ 仲間づくりといっても、 例えば求人教育委員会

では委員メンバーが少なくなり固定化されてきていて、 根底には協力

しあうという関係づくりが全体として出来ていない現状があるのではな

いか。 委員会活動には、 支部からも参加の声かけをしてもらうなど会

内の協力関係が必要。

○上田剛士 ： 委員会活動の行事参加呼びかけ、 協力にあたっては、

例会時のインフォメーションも大事にすべき。

（３） その他

・ 理事会の協議事項のあり方について中周作理事より提案がありまし

た。

○中周作 ： 支部 ・ 委員会のタテ ・ ヨコの協力関係のあり方など、 県

全体でしか議論できない場として理事会の協議事項の内容を再検討

してほしい。

○平野啓三 ： 理事会には指針書として中同協と愛媛同友会議案書

を毎回持参し、 議案書に基づく活動をお願いする。

・ 愛媛同友会公式 Facebook ページが開設。 チラシ配信を PDF だけ

でなく jpg ファイルでの配信もする。

（１） 入退会承認

（２） 第 35 回定時総会実行委員会からの報告と総括 ・ 決算案につ

いて承認された。

○定時総会のあり方として実行委員体制 ・ 委員長選出 ・ 開催時期に

ついて協議する必要があると提案され、 今年度協議していくことが総

括文として承認された。

○支部総会も県定時総会より前に開催できないか、 そのあり方につ

いても再検討してほしいとの意見が出された。

（３） まつやま働き方改革推進会議への松山支部からのオブザー

バー参加が承認された。

（１） 2019.11.28 経営フォーラム実行委員会からの報告について本田

美紀実行委員長より説明された。

○次回実行委員会 ： 5 月 30 日㈭　18 ： 00 ～　＠仏事センター

○参加目標は県全体 220 名を設定。 メインテーマ 「持続可能な企

業づくりで、 愛媛の未来を夢あるものに」。 分科会報告者は、 内藤鋼

業の内藤昌典会員、 長崎同友会 ・ エス ・ ケイ ・ フーズの中村こずえ

氏が決まり、 京都同友会 ・ ㈱藤大の藤田大子氏に打診中。

（２） 6 月 25 日～ 26 日、 山口同友会 ・ 条例視察について、 松山支

部第 2 ・ 3 地区会と政策委員会メンバーに懇親会への参加が呼びか

けられた。

（３） 中同協、 代表理事会議、 各支部、 各委員会等の活動報告

○松山市中小企業振興円卓会議事業について 6 月 1 日㈯ 13 時 00

分より田中裕嗣氏 （三重同友会会員 ・ ㈱中部システムセンター代表

取締役） を招へいしての働き方改革職場環境改善セミナーを行うと

報告された。 また今年度は 「学生との懇談会」 企画を円卓会議事

業に位置づけ、 同日開催予定だと報告された。

○松山大学との連携について包括協定にもとづき、 「えひめ職場体

験プログラム」 の行事を開催予定だと報告された。 7 月上旬に中小

企業を知る企画、9 月に職場体験・インターンシップで対案を提案中。

○今村暢秀求人教育委員長より河原学園 「学内合同企業セミナー」

について 5 月 28 日㈫ 13 時 00 分より開催、 7 月 8 日㈪の開催の方

向で進めているとのことで、 参加が呼びかけられた。

○武田正輝広報情報化委員長より、 7 月 31 日に 「南予」 をテーマ

に報道関係者懇談会を行うと参加が呼びかけられた。

（５）全国・他団体行事について下記の行事が案内された。チラシデー

タを今後配信する。

○ 6 月 22 日、 四国ブロック支部長交流会 in 高知

○ 7 月 20 日、 青年経営者中四国交流会 in 広島

○ 9 月 25 日、 四国ブロック連携交流会＠ホテルグランフォーレ

（６） その他、 e-doyu モバイル版について案内された。
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私たちは ICTで、誰もが働きやすい社会を創出します。

089-987-6046

089-945-7698

システム開発事業・Web 開発事業
IT を使って、地域の方々の「あったらいいな」を
実現するシステム開発、Web 制作を行います。

就労移行支援事業
現役で活躍する IT エンジニアが技術支援を行い、
障がいを持つ方が就労するためのお手伝いをします。

就労継続支援 A 型事業
障がいを持つ方が、仕事を通じて社会的に自立し、
地域へ貢献する人財となる就労の場を提供します。

放課後等デイサービス事業
障がいをもつ子供たちが、IT 学習を通して、社会性、
人間性を身につけ、夢を実現するお手伝いをします。

http://npo-fjs.org/

http://www.fellow.co.jp/

特定非営利活動法人

…理事会議事録

2019 年度　愛媛同友会　第 2 回理事会　議事録

　【日時】 2019 年 5 月 23 日㈭　　18 時 30 分～ 20 時 30 分　　【会場】 二番町ホール

　【出席者】 理事 19 名　　委任状 9 通　　事務局 3 名　　【議長】 渡部伸哉　　【議事録】 安丸雄介

協議事項

閉会挨拶：米田順哉代表理事

開会挨拶：平野啓三代表理事

報告事項

承認事項



究 極 の 挑 戦 者

麺 屋 十 銭
昔ながらの尾道中華そば

〒 790-0004　愛媛県松山市大街道２丁目３－１５
                         携 帯　０９０- １１７０- １８６０

～人の一生を支えられる企業になりたい～
社団法人　日本義肢協会会員
＝義肢・補装具・車椅子・補助杖・その他福祉関連商品＝

有限会社　オルソ本田
〠７９０－０９４７

松山市市坪南丁目４番２４号

ＴＥＬ(０８９)９５８－６６１７

ＦＡＸ(０８９)９５８－６６４１

E-mail:ortho@abelia.ocn.ne.jp

http://ortho-honda.com/



JXTGエネルギー株式会社特約店
～灯油・軽油・A重油の配達もお任せください～

松山市和気町1丁目473－1

～災害に強いまちづくりをお手伝いします～
家庭用からプロ仕様まで /消防・防災の専門商社

本社　松山市大手町一丁目 10 番地 1

TEL 089(947)2111・FAX 089(947)2116

高松支店 /宇和島営業所 /姫原倉庫

http://www.iwamotosyoukai.co.jp


